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魔法使 い たちの 肖像
一 サ ル トル 『ユ ダヤ 人問題 につ い て の 考察』につ い て の 考察一 一

永　野　　潤

　自由へ の 恐怖

　初期の 著作 『自我の 超越』にお い て ， サ ル トル は ， 「自我」が ， 「反省」

にお い て実体化 して とらえ られ た意識で あ る と主張 する ． 自我 とは意識 を

実体化 した そ の 「結果 」で あ り， 「非反省 」的 な意 識 は ， 非実体 的，非人

称的な もの であ る． そ して
， サ ル トル は ， こ の 非反省性 的意識の 自発性 に

つ い て 「怪物的な 自由 libert6　monstreuse 」と表現す る rrE80／81］． 意識 は，

自分 を も越 えて い く運動で あ り， 固定 した 「自我」で は な く， 刻 々 と 自分

自身を否定 し ， 超越 してい く運動 で ある． そ して， サル トル 哲学に おける

自由 とは ， そ うした
， 自分 を も越 えて い くよ うな 自由の こ とで あ る． われ

わ れ は か つ て
， サル トル の 言 う意識の 自由が ， 実 は 「狂 気」を は らん だ ，

い や 狂気 に もとつ い た もの で あ る こ とを論 じた
1
．

　 とこ ろ で ， 「自我」 とは， そ うした狂 気 と して の 「怪物的な 自由」 を隠

蔽す る た め に 作 られ る の だ， とサ ル トル は言う． 『自我の 超越』の 結論部

分で ， サ ル トル は 次の よ うに述べ て い る ．

　実際 おそ らく自我の 本質的な機能は，理論的な もの で ある よ りも

む しろ 実践 的な もの で あ ろ う． （… …）自我の 本質的な役割は ， 意識に

意識 自身の 自発性
2
〔＝ 自由〕を隠蔽する とこ ろ にあるだ ろ う．rrE81／81］

1　 永野潤 「断崖に立つ サ ル トルー 自由と狂気に つ い て の 素描
一

」『現象学年報1第 11号，

日本現象学会，1996年
2　 『自我 の 超越』で は，自由に代わ っ て 「自発性 spontan6ite 」の語が多く使われ て い る．
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　われ われ が意識 を実体化 して と らえて し ま うの は
，

われ われ が ， 怪物的

な 自由を隠蔽 し， そ れ を悪魔祓い す るた め なの で ある ．

　こ うした枠組み は ， 1946隼に 発表され た サ ル トル の 小著 fユ ダヤ 人 問

題につ い て の 考察』似 下 『ユ ダヤ 人問題』 と略）に も見 られ る ． サ ル ト

ル は， 反ユ ダヤ主義者 につ い て こ う言っ て い る．

　〔反 ユ ダ ヤ 主 義者 は 〕ど うして 一 体 ， 誤 っ た論理 の 方 を選 ぶ こ

とが 出来 る の だ ろ うか． そ れ は， 入 澗 に t 不浸透性 に 封 す る郷 愁

nosta1 £ ie　de　I’imperm6abht6 が あ るか らで あ る 、 （… …）石 の 永続性

permanence　de　la　pierre に ひ か れる入 々 が ある ． 重駆で， 不可入的で

あ りた い と望 み ， 変化を望 まない ．変化 など した ら， ど こ に連 れ て

行か れ るか わか らない で は ない か ． そ れ は， 根源 的 な自己 へ の 恐怖

で あ り， 真理 へ の 恐怖で ある ． ［RQJ2（＞1／16］

　以 上 で
，

わ れわれ は， 完全 に ， 反ユ ダ ヤ 主義者 を理 解出来た よ う

に思 う． それ は ， 恐怖 に と らわ れ た男 で ある ． そ れ も，
ユ ダ ヤ 人 に

対 して で は な く， 自分自身に対 して
， 自覚に対 して ， 自分の 自由に

対 して ， 自分 の 本 能 に対 して ， 自分 の責任 に対 して ，孤独 に対 して ，

変化 に対 して ， 社会 に対 して ， 世界 に対 して ， 恐糠を抱 い て い るの

で ある．【R（U62／60−1］

　蔚由とは， 変化 ・運動で あ り， それ は われ われ を不安， 恐怖 に 陥れ る．

そ れ を抑える た め に ， わ れ わ れ は 「不 浸透性 」「石 の 永 続性 」 に憧 れ る，

そ して
， 不安 をお さえる た め に， ユ ダ ヤ人が利用 され る ． ユ ダヤ人 を差別

す る こ とに よ っ て t
い わ ばそ の 反作用 に よ っ て ， 「所有者 と して の 」「本物

の フ ラ ン ス 人 」とい う翕覚が生 まれ る．ユ ダヤ 入は侮も所有 しない
， 不安

定 な存在 だ ， と して お い て ， 翻 っ て ， 自分達 は 厂彼 ら」 と違 っ て 厂伝 統」

「国家」「土地」そ うした もの と結びつ い た確 固 と した存在 なの だ
，

と安心

す るわ けで ある． 反ユ ダ ヤ主義者は， 自分 の 中に ある不安定な部分 を， 他

者 と しての ユ ダヤ 人 に投影 し排 除 す る こ とで ， 「確 固 と した 自分」 を獲 得

しよ うと して い る．他者差劉 は 自己 恐悔の 裏返 しで あ る．
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　「情念」 としての反 ユ ダヤ主義

　と こ ろで ， 「穏健な」反ユ ダヤ主義者は ， 落 ち着 き払 っ た調子で
， 「わ た

しは， な に も， ユ ダヤ 人 を毛嫌い して い る わ けで はあ りませ ん ， ただ
，

こ

れ これ の 理由に よ り， 国家活動にお ける彼等の 領域が ， 制限 され てい た方

が い い と思 うだ けなの で す． ［RQJ11−2／5−6］」 な ど と主張す る． これ は
一

つ

の 「意見 opinion 」なの で あ り，人 は どの よ うな 「意見」を持 と うと自由だ，

とい うわけで あ る． だが ， サ ル トル は
， 反ユ ダヤ 主義が ， 「意見」や 「思想」

で は な く， む しろ 「情念 passion」 な の だ と言 う．

　反ユ ダヤ 主義は （… …）た とえ T うわべ は理性 的論証に よ っ て 表

現 されて も， 実は 身体的変化 まで 伴い か ねない もの なの で ある． あ

る人 々 は ，

一
緒 に寝て い た女 か ら ， 自分はユ ダヤ 人 だ とい わ れ る と

，

急 に， 不 能 に な っ て しま う， ある 種 の 人 々 は， 中 国人 や， 黒 人 に対

す る嫌悪 と同様，ユ ダヤ 人 に対す る嫌悪 が ある ． しか し，こ の 反発 は，

身体 か ら生 まれ る もの で は ない ． なぜ な ら， ユ ダ ヤ 人の 女 を， そ の

人種 さ え知 ら なけれ ば， 平気 で 愛す る こ とが 出来る の で あ る か ら．

こ の 反発 は， む しろ， 精神 か ら身体 へ と進む の で あ る ． それ は， 魂

の ア ン ガ ー ジ ュ マ ン なの で あ る． た だ， それ が 非常 に深く， 非常に

全体的 totalで あるた め， 生 理 的に まで 拡が るの で あ り， ち ょ うど ヒ

ス テ リー と同様な こ とが起 る わ けで ある． ［RQJ11−12／61

　反ユ ダヤ主義者の 男性が ， 女性か ら 「実は 自分 はユ ダヤ 人だ」 と言わ れ

た とた ん， 不能 に な っ て しま う． こ の 場合 ，不 能 とい う身体的 な現象は，

純粋 な生理 的現象 と して は と らえ られ ない ． それ は，彼 の 「世界 との 関係」

の 仕方に よ っ て 規定され ， そ れ をい わ ば表現 して い る． 反ユ ダヤ 主義者は ，

「反 ユ ダヤ主義的身体」 と して 存在する， と言 っ て もい い ．

　身体化する まで に深い もの で ありなが ら， に もか か わ らず ，
こ の 反 ユ ダ

ヤ 主義 とい う 「世界 との 関係」は ， 反ユ ダヤ 主義者に よる 「自由な選択」

の 結果だ ， とサ ル トル は言う．

反ユ ダヤ 主義は ， 自己 の 自由で 全体的な選択 choiX 　libre　et　totalの
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結果 で あ り， 単 に ，
ユ ダ ヤ人 に対 して だ けで な く， 人類

〜
般 に対 し

て ， 歴 吏 と社会 に対 して ， そ の 入の とる
一

つ の総揺的なMR度　andtUde

globaleで あ る． そ れ は 同陦に情念 pass呈◎ll で も， 世界観 c◎RceptieR

du　monde で もあ る．［R（N189／14−5】

　つ ま り， 「自由か ら逃避する態度」で ある反 ユ ダヤ主義 とい う態度その

もの が r自由に選択 され た 態度」だ ， とい うわ けで ある． 重要 なの は
，

自宙に選択 された態逡が ， 「全体 的」tetalな もの だ
、 とV うこ とで あ る．

そ の 意味で ， そ れ は 自由に選択 され た単 な る意見 とは根本的 に違 うもの で

ある．

　反ユ ダヤ 主義は， ユ ダヤ 入に対 す る 単な る 「意見」で は な く， 反

ユ ダヤ叢義者の 人格全SS　persenne　endere をア ン ガ ジ ェ する． （……〉

それは ，

一 つ の 思考の 方法で あ り， 世界観で あ る．【RQJ38・9／35】

　逆に言えば
， 反ユ ダヤ主義を単 なる 「意見」 と して と らえ ゐこ とは

， そ

れを 「全体的」な もの と して は豊らえない とい うこ とで あ る． その 場合 ，

反ユ ダヤ主義は，個 人 に外か ら付 け加 わ る （したが っ て取 り外 し可能な〉腰

素」で しかない こ とに なる ．

　 こ の 問題 は， 人格 を ， 分解不能 な 「全・XS　tOutj と Lて と らえる の か ， あ

る い は ， 独立 したば らば らな纛 の 厂獅 so   e」 として とらえるの か ，

とい う立場 （こ れ 自体 もわれわれが選択す る全体的 な態度で ある）に われ

われ を導く，サ ル トル は ，薀者をr総合 的精 神 esprk 　synthedquej ，後者を汾

析的精神 esprit 　analytique 」 と呼ぶ ． サル トル によ る と ， 「分析的精神」は

次の よ うな思考で あ る。

　わ れ わ れ は大 革命以 来， 個 々 の 物体 を， 分析的精神 に よ っ て 考察

する よ うに ， す なわ ち単純 な要 素 616me鬣 に分析 畠来 る 化 合物 と し

て 考え る よ うに馴 らされ て しまっ て い る ． わ れ われ は， 人格 や性格

をモ ザ イク 〔寄せ 石繕工 〕 と して 見 る ， モ ザ イ ク に お い て は，欄 々

の 石 は他の 石 と共存 して い るが ， こ の 共存 coeXistence は個々 の 石の
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本質に なん ら影響を与えない の で ある ．【RQJ8／2］

　分析的精神は，反ユ ダヤ 主義 を， ち ょ うどモ ザ イクの ピー ス （石）の よ

うに ， 反ユ ダヤ主義者の 人格か ら取り外 し可能な 「要素」 と して と らえる ．

サ ル トル は それ に反対 し ， 「総合的精神」に基づ き， 反ユ ダ ヤ主義者 を 「全

体」 と して と らえよ うとするの で ある．

　総合 と分析

　厂総合 的 synth6tique 」 と 「分析的 analytique 」の 対 比， ある い は 「全体

totalit6（tout）」 と 「総和 somme 」の 対比 は ， サ ル トル 哲学 に お い て 初期

か ら しば しば見 られ る もの で あ る
3
．

　例 えば ， 『存在 と無』（1943年）で は， サ ル トル は 緒論 「存在 の 探 求」

に お い て 「対 自存在」 と 「即 自存在」の 概 念 を導入 した 後 ， 第 一 部 「無

の 問題」 の 冒頭 に お い て ， 「二 つ の 存在領域 の あ い だ に 関係 を うち立

て る 」 とい う課題 をた て る． そ して ，
こ の 関係が 「総合 的 関係 rapport

synth6tique 」で ある こ とを示唆する．

　 あ る 関係 の 両項 を まず分 離 して お い て ， しか る の ち に そ れ らを

結 び 合 わ せ る の は ， 不 都 合 で あ る． 関係 は 総 合 で あ る rapport 　est

synth さse ． したが っ て 分析 analyse の もろ もろ の 結果 r6sultas は， こ

の 総合 の もろ もろ の 契機 moments と重 な りあ うこ とが で きない で ろ

う． もと もと孤 立 して 存在する よ うに 出来て い ない もの を， 孤立 さ

せ て 考 え る こ とが， 抽象す る こ とで あ る
，

とラ ポ ル ト氏 は言う． 反

対 に， 具体的な もの とは
， それだ けで存在 し うる

一
つ の 全体 totalit6

で ある． 【EN37 ／161−2］（強調引用者）

　「具体 的な もの 」rt す なわ ち 厂総合 的全体」 とは何か。 そ れ は， 「世界 の

中の 人 間」で ある ．

3　 『弁証法的理性批判』で は ， そ れは 「弁証法的理性」と 「分析的理性」の対立 とい う主要テー

マ となる．
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　具 体的な もの は
，

た だ総合的 な全 体 totalit壱　synthetique と して の

み あ りうる の で あ り，意 識 も現象 も， と もに そ れ の 契機 をなす にす

ぎない ． 具体 的な もの とは
， 舞界 の なか の 人 闘 で ある． しか もそ れ

は ， た とえばハ イ デ ッ ガ ー
が 《世界 一内 一存在》 と呼ん で い る よ う

な， 琶界 と人間との あの欝殊な績びつ きをもっ た 「選界の なかの 人剛

であ る、tEN37，8／162］

一一一・　E， 「抽象的なもの 」とは ， 分析の ヂ結果」と して の 腰 素」で ある．

しか し， 「要素」の 総和 を作 り上 げた と して も，全体を再構成する acとは

で きない ．

櫞 練 瀦 螺 の 櫛 SO   跏 もし くは 黻 は っ て は ， 具

体 麟 な もの を圖復 す る わ け に は い か ない ． それ は ち ょ うど，
ス ピノ

ザ の 体系に おい て
， 様態を無限 に総和 して も実体に到達する こ とが

で きない の と岡様で あ る． IEN38／162｝

　 サ ル トル は 『存在 と 無』 第 4部 で 「実存 的精神分 析 psychanaiyse

existefitieffe」を提唱 するの だが ， そ の 原理 は ギ人 飆 ま
一 つ の 全・Xg　totalit6

で あ っ て
，

一一つ の 集合 collecti  n で は ない 」 とい うこ とだi と書 う 【EN656／

璽 305雪．実 存韵精神分析は， r貴界 に疆 して お こ なわ れ ， 琶界 の なか に お

ける身構 えの 選択」で ある 厂根源的選択」を規定する もの で ある IEN657／

IH308】．

　 したが っ て ， 反ユ ダ ヤ 主義 を ， 「肉己の 自＄ で全体鮒 な選択 choix 肋 re

et　totalの 結果」 と して 描写 する 『ユ ダヤ 人問題』 は ， 反ユ ダヤ 主義者に

つ い て の奚存豹精神分杤で ある
4
、

　民主主義者の分析的精神

　1945年 憩 潟1こ創刊 され た雑誌 槻 代』の 巻頚 に掲 げ られ た 「劔刋の 辞」

にお い て も，サ ル トル は ， 厂総含的精神」 と 「分析 的精神」を対比 して い る．

4　 『ユ ダヤ人問題』は
， 当初 「反ユ ダヤ 主義渚の 肖像」とうい タイ Fル で雑誌連載された
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サ ル トル は， 「全体的人 間観」に もとつ く 「総合 的人間学」 anthropologie

synth6tique を提唱 し， 「分析 的精神」 を， ブル ジ ョ ア ジー を特徴付ける も

の と して 批判 して い る ．

　分析 的精神は
， 「全体」と しての 「人格」を要素の 総和に還元 して しまうが，

同時 に，「全体」 と して の 「社会」 を，　 、と して の 個人 の 総和 に還 元す る．

　
一

切が 分析 され た． 人 々 は 同 じ調子 で ， 空気や 水 をそ の 元素 に分

解 し，精神 をそ れ を構成す る さまざまの 印象の 総和 somme に ， 社 会

を そ れ を作 る 個 人 の 総 somme に分解 した， 全体 ensembles は消

失 した．全体 とは もは や偶 然的結合 に よ る抽象的 な総和 sommations

abstraites にす ぎな くな っ た． 現実は， 分解 d6compositionの 最終項

の なか にの がれ去 っ た． ［1「1
”M17／131・（強調引用者）

　分析的精神は，全体 と して の 人格 を
， 社会 を構成 する要素 と して の 個人

に還 元 する わ けで ある． そ して
， 要素 （分解の 最終項） として の 「個人 」

は ， 酸素原子が ， どん な原子 と化合 して も変化 しない 構 造 を持つ の と同 じ

く， 常に変化 しない 「本質」 を持 っ て い る．

　サ ル トル は，分析的精神が考 える 「個 人」 を， グ リ
ー

ン ピー
ス の 缶詰 の

なか の グ リー ン ピース に 例 える．

　分析的精神の 考 える よ うな社会で は，個 人 は分解で きない 固い 粒

子で あり， 人間性の 乗 り物で あ っ て
， グ リ

ー ン ピー
ス の 缶詰の なか

の 一 粒 の グ リー ン ピー ス の よ うに存在す る． まん ま るで
， 自分 を 閉

ざ し，他 と連絡が な い ．［PTM18 ／13］

　分析 的精神 に よ る と ， 個人 は ， 「自己 同
一

」identique　a　1Ui−m6me なもの

で ある． また， 諸個人 は
， 「人 間の 本質」essence 　d ’homme を分 か ち持つ

限 り 「平等」6gauxで ある 【PTM18／13］． こ うして ， 分析的精神 に もとつ

くブル ジ ョ ア ジー は， 旧体制社会の 基礎で あ っ た ， 人 間の 「本性の 差異」

diff6rences　de　natUre を否定 し
， 「普遍性 の 神話」mythe 　de　1’

universel を作

り上 げた ［prM18 ／14］． それ に対 して ， サ ル トル は こ う言 う．
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　わ れ われ は分析精神を排 して 総合的な現 実感を求め る． そ うして

その 原理 は，
一 つ の 全体 toutは その 何 た る を問わず ， 各部分の 総和

som 　ne と本牲にお い て異なる． とい うこ とで ある． ！prM22／16］

　ごユ ダ ヤ 人問題』 に もどれば ， 分析韵精神 の 縛 ち主 は ， 反ユ ダヤ虫義者

とい う
一 人の 人間を前に して ， その 人 間を 「要素の 総和」に還元す ると同

時に 「要素 と して の 個人」に還元する こ とに なる． しか し， それ は
，

ユ ダ

ヤ人 とい う
一

人の 人問を懿に した場合 も周 じで ある．彼 らは
，

一 人の ユ ダ

ヤ 人 を ， 厳な る 要 素 と して の 厂個 人」 に ， つ ま り 「人 権 と市 民権 の 抽象

酌 ・普選 約主体 と して の 人閲」【RQ∫68〆65−6費こ還元す る ． ギユ ダヤ 人」は

い ない ．抽象的 「人間」が い るだ けで ある． 彼 らは， ユ ダヤ入 た ち を， 宗

教 ・家族 ・民族的共同体か ら引き離 し， 各個人が ，
モ ザイク の ピー

ス や缶

詰の 中の グ リ
ー ン ピー ス の よ うな ド孤独な個体」 として 「た っ た独 り． は

なれ ばなれの 状 艫で 存在す る」よ うにす る． 具体的には それ は ， 「同化政策」

とな る ｛RQJ67／65］．彼 らはそ れが 「平等」で あ り，
ユ ダヤ 人 問題の 解潴

だ
，

とい うわ けで ある、 分析的精神の 持ち主 とは
， すなわち r民主鑑義者

d6mocrate」で ある．

　〔民主 主 義者 は〕18世紀 にお い て ，決定的 に ， 分 析精神を選ん で し

まっ た。彼等 に は．歴 史が 現す具体曲な総合 を見る 自が ない ．被等は ，

ユ ダヤ人も， ア ラ ビア 人も， 黒人も， ブル ジ ョ ワ も， 労働者 も知らない ．

知 っ て い る の は ， 古今東西 ， 常に変 らない 入間とい うもの だけで ある ．

彼等は ， すべ て の 集湧を， 個劉の 要素 壱16恥 e臨 短d量Vidgels　ec分解 し

て し まう．彼等に とっ て
， 肉体 corps 　physique は 細胞 の 総和 somme

で あll， 椎会 co ；：ps　＄ocial は髑人の 総＄9　semme で ある． ｛RQ［f65−6／631

　反ユ ダヤ主義者の総禽的精神

　言うまで もな く， 反ユ ダヤ主義者は
， 分析的精神 の そうした 「平等主義」

と まっ た く反 対の 立場に た つ ． した が っ て ， 反 SC ダ ヤ主義者は ， 「総合的

精神」の 持ち主なの で ある． 反ヱ ダヤ主義者 は
，

ユ ダヤ入 を r全体」 と L

て とらえる． （反ユ ダヤ主義に よれば）厂ユ ダヤ人 は， どこ か らどこ まで悪
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人で
，

ど こ か ら どこ までユ ダヤ 人 【RQJ39／35】」 で ある．

　反 ユ ダヤ 主 義者 の 持 ち出す原則 を ， 今 ， 抽象的な命題 で 言い あ ら

わ そ う とす れ ば， 次 の よ うな こ とに な ろ う． 即 ち
，

全 体 は
， 部分 の

総和 somme よ り多 くt 且つ そ れ と異 る もの で あ る． 全体は
， それ を

構成 す る各部分 の 深奥 な意味 と性 格 を規定す る もの で ある． （
… …

）

各個人 は ， 分解不能な全体で あ っ て ，それが，その 勇気 ， そ の 高邁さ ，

その 考 え方，笑い 方，飲み 方，食べ 方 を持 っ て い る とい うわ けで ある．

　こ れ は ， 反 ユ ダ ヤ 主義者が ， 世 界 を理 解 す る の に ， 総合の 精 神

esprit 　de　synth さse を もっ て す る こ とを選 ん だ こ とを示 して い る． こ

の 総合の 精神 こ そ， 彼 に， 自分が ， フ ラ ン ス 全体 と， わ か ち難い 統

一
を形づ くっ て い る と考えさせ て くれ る．［RQJ39・40］

　た と えば ， 反 ユ ダヤ 主 義者が
，

ユ ダヤ 人 の 「吝嗇」 を非難 した とする．

民主主義者 に と っ て は， 「吝嗇」 とは， 人格 か ら分 離 しうる単なる 「要素」

にす ぎない ． したが っ て ， 民主 主 義者 は， 反ユ ダヤ主義者 に 「ケチ で な い

ユ ダ ヤ人 もい る し， ケ チ なキ リス ト教徒 もい る で は ない か」 と答える． だ

が ， 反ユ ダヤ主義者はそ ん な こ とで は説得され ない ．

　反 ユ ダヤ 主義者の 言い た か っ た の は， 「ユ ダヤ的」吝嗇 とい うもの

の 存在で あ る． すなわ ち，
ユ ダヤ的ム盜 に ほか な らない

，

一
つ の 総

合 的全体 totalit6　synthetique に影響 された 吝嗇 で ある ．［RQJ66／64】

　そ して ， 反ユ ダヤ主義者 に と っ て，分析的精神こそ， ユ ダ ヤ的 なもの な

の で ある． 反ユ ダヤ主義者は， 「総合の 精神」の 名に おい て 「イス ラ エ ル

の 全 く分析 的 ・ 批判 的知性 をや り玉 にあげる ［RQJ39 −40／367】」．

　『ユ ダヤ 人問題』 にお い て ， サル トル は 反 ユ ダヤ 主義者 を徹底 的 に批 判

す るの で あ るが ，
こ の よ うに ， 「総合的精神」 を選 び 「分析的精神」 を批

判す る とい う点で は ， サ ル トル の 立場は反ユ ダヤ主義者 と一
致 して い る．

実際 ， サル トル は
， 社会を ， 孤立 した細胞の 総和 somme 　de　mol6cules と

考える こ とを否定 し，生物 的 ・物理 的 ・社会的 現象 を 「総合 的精神 に よ っ
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て理解すぺ きで ある 」 と考える点で は， 厂反ユ ダヤ主義渚と同意見で ある」

［RQJ71／69］と言 う．

　た だ し，共通点はそ こ まで で ある． サル トル が選 ぶ 「総合的精神」は ，

状 況 sitUation に か か わ る ， とい う点で ， 反 ユ ダ ヤ 主 義の r総合 的精神」

とは まっ た く異 な っ た もの なの で あ る． サ ル トル が 選ぶ ゼ総合韵精神」は ，

人 間 を 厂状況 に おけ る 自由 lib6rt6　en 　Situation」［RQJ180／183】とい う意味

での 「全体」 と して とらえる思考で ある．

　 わ れ わ れ に と っ て ， 人 間 は， な に よ り も 「状 況 に あ る 」en

sitUatio．n 存在 と L て 定義 され る． こ れ は， 人 間が
， その 生 理 的， 経

済的 ， 政治 的 ， 文化 的， そ の 他 彼 の 状 況 に よ っ て 総 合 的全 体 tout

synthetique を形づ くっ て い る こ と を意味 す る ． 入聞 を， その 状況か

ら区獅する こ と慮出来な い ．｛RQJ72〆6Y701

　こ うして ，『ユ ダヤ人 問麺』で ， 号 ル トル は 眠 主主義者の 分析醜精神」と ，

「反ユ ダヤ主義者の 総合的精神」を と もに批判 して い くこ とにな る， わ れ

われは以下で ，「反ユ ダヤ主義者の 総合的精神」が どの よ うな性格の もの か ，

とい うこ とを， 身捧 とい う悶題 に郎 して詳 しくみて み る こ と に しよ う．

　総合的金体と して の 身体

　サ ル トル は ， 身体 を 「総合 的全体」 と して と らえ る． そ れ に対 して ， 分

析的精神 は身体 を 「要素の 総和」に還元 して しまうこ とに な る． サ ル トル

は，
1939年に発表 され た 厂顔」 とい う短文の 申で ， 人間の 「顔」を要素

の総和 に 巍元す る 「心埋 学者」の 身体観 を描写 して い る が ， それ は ， まさ

に 「分析曲精棚 に よる身体観で ある．

　彼 ら心理 学者は ， 惰性酌な もの に 取 り囲 まれ て い ない と落 ち着か

なV ． 入 囲を機載仕掛けの 人形 に ， そ して 人 の 顔 を自動仮面 に して

しま っ た． （… …）被験者 の 顔 面神 経 を， 低圧 の 電流 を用 い て 巧妙に

刺 激する の だ． 両唇の 撲含 部が わず か に詩ち 上 が る． こ うして 被験

者は微笑む とい うわ けだ． こ うした こ と全 て は， 疑い の 余地 の ない
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こ とで ， 実験報告書も， 計算 も写真 もちゃ ん と揃 っ て い る． だ か ら，

表情の 動 きとは小 さな機械 的振動の 総和 somme で あ る とい う証明が

な され た わ けで ある．［V56（Nl／126］

サ ル トル は こ れ に反論 して
， 人間の 「顔」は分解 で きない 全体 だ

，
と言 う．

　人 間の 顔付 とい うの は分解が で きない ind6composable． 怒 っ た男

の 怒 りが鎮 まる と こ ろ を見 て み よ う．唇 は ゆ る み ，微笑が ，水滴の

重 く垂 れ下が る よ うに，この くらい 表情 の した の 方 に じわ っ と広が っ

て くる ． 局所的攪乱 だ と言 われ る か ？　 それ らの 攪乱 の 総和 somme

を出そ うとお 考えなの か ？　 なる ほ ど動 い た の は 唇 だ けだ． しか し

それだけで ， 顔全体 tout　le　visage が微笑 ん だで はない か．［V561／127−8］

　だが ，こ の 小 文で サ ル トル は，分析的精神に よ る身体観を退けなが らも，

「全体」 として の 身体 につ い て ， きわ め て 辛 らつ な描写 を繰 り広 げて い る．

そ こ で鍵 とな っ て い る の は，「魔術 」とい う言葉で あ る． サ ル トル は，「顔」

が ，魔術 的な物体 なの だ， と言 う．

　顔は ， 単 に
一

つ の 事物で ある に 過 ぎぬ もの で も， まず最初 に
一

つ

の 事物で ある わ けで もな い ． 骨や 頭蓋 骨， 小立像 に兎の 肢 　こ うし

た惰性的物体 objets 　inertes， そ の 沈黙の し きた りの 中で錆び つ い て

い るが ， そ れ で も精神の 特性た る力を帯び て い る物体 ，
こ れ を人 は

魔術的 と名づ けるが，顔 とはそ うい うもの だ．自然 の 物神 なの で あ る ．

［V561／127］

　 こ こ で 言 われ て い る ように ， 「魔 術 的 」 とは ， 「精神 の 特性 を帯 びた物体」

の こ とで あ るが ， こ れ は，精神 と物体の 「総合」で ある． そ して， こ こ で

描 かれ て い るい わば 「魔術 的総合」 として の 身体は ， 『ユ ダヤ人問題』で 描

か れて い る 「反ユ ダヤ主義的な総合」と密接な関係を持 っ て い るの で ある．

顔 の 社会 とは ， 即ち魔法使 い の 社 会な の だ， 戦争や 不正 ，
わ れ わ
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れの 暗い 激情 ，
サ デ ィ ズム や恐怖政 治，こ うした もの を理解するに は，

われわ れが身体 と V う奴隷の 上 に載せ て ， ある い は時 と して 激怒の

時代 に は ， 槍 の 穂 先 に掲 げ て街 中 を練 り歩 く， 顔 とい うあの 丸 い 偶

像に まで立 ち帰る必要が ある、［V560／125・句

　 とサル トル は言うが ， い うまで もな く，反ユ ダ ヤ主義は rわれ われ の 暗

い 激情」の 一 つ で あろ うら したが っ て ， F魔法使い の 社会」 とは ， 仮 ユ ダ

ヤ主義の社会」で もある。

　善の原理と悪の 原理

　反ユ ダヤ虫義 は，
ユ ダ ヤ 人の 身体 を 「全 体」 として とらえ る． た とえ

ば， 反ユ ダヤ 主義者は 「ユ ダヤ人 をか ぎ分 ける 」 とか 1ユ ダヤ 人 に対 して

懃 を働 か せ る」 な どとい うが ， そ れ は．彼 らが ，
ユ ダヤ人 の 身体 を 「ゲ

シ ュ タ ル ト」 と して と らえて い る ， とい う1 とで あ る IRQJ76／741． 「人種

Tacej につ い て の さ まざ まな理論 が 存在す る が ， そうした もの は ギユ ダ

ヤ 人 が ， 不可分の 一 全体 totalit6　ind6compo＄able で
」

あ る こ とを予想 する 」

［RQ［i75／734】　5． しか しサ ル トル は，入種 理論 におけ る f全体」の こ とを 「直

観に誘える混合的全体 tot罎 6　s獅 cr磁 卿 e」［RQ ∫76／741と呼ん で
，
　 f総合的

全体 totalitO　synth6tique 」と対比 して い る ． シ ン ク レ テ ィ ズ ム syncr6tisme

とは
， 異質なもの を混合 ・融合させ る思考だ が ，

こ こ で 眠 合」されて い

るの は， ユ ダヤ人 の 「身体」 と 「精神」で あ る． 人種 につ い て の 言 説は，

ある 特徴 をもっ た 「ユ ダヤ的身体 」の 実在 を認め ，そ こ に ， 「ユ ダヤ的精神」

が実在的 に結 びつ い て い る， とす る、 「人種」 とは 厂肉体釣性格 と， 知的・

精神的特徴の ごた まぜ p＆le−m 倉le」［RQJ73／71］で あ り， い わ ば魔術的な概

念なの で ある． 繍 衛韵世界 ］にお い て は， 物鉢 と精神が 混 ざ りあ っ て い

る． そ して ， 反ユ ダヤ主義が ，
n ダヤ的身体 と結びつ けるユ ダヤ的精神 と

は， 「悪」で あ る，

§　 分析鵠精抽における身体観の もとでは，実は f人種」と い う観念 自体がなりたたない ．し

たが っ て，科掌的言説の形をとっ た人種理論の ようなもの は，結局 「原始的確信に着せ られた，

うす っ ぺ らな科学の 衣装 IRQI43・4／40］」にすぎない

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Philosophy of Tokyo Metropolitan University

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Phllosophy 　of 　Tokyo 　Metropolrtan 　Unlversrty

魔法使 い たち の 肖像 117

　ユ ダヤ 人 は あ らゆ る場合に ，
た とえ， その た め に ， 自分 自身が破

滅 して も 「悪 を行 う伽 re　le　mal 」 とい う， 形而上 学的原理 を認 め る

な らば ， すべ て は明 らかに なる． こ の 原理 は ， す ぐ気 がつ くよ うに ，

魔術 的 な もの で ある． す なわ ち，
一

方で は ，

一 つ の 本質 essence に

関す る もの で あ り， 実在 的な形 で あ っ て ， ユ ダヤ 人が ど うしよ うと

それ を変 え る こ とは 出来ない ．火 が燃 える の をや め られ ない の と同

じで ある ．と こ ろ が，そ れ だ け で はユ ダヤ人 を憎むわけに はい かない ．

地震 とか ，
ブ ドウ ア ブ ラ ム シ を憎 む こ とは 出来な い ． そ こ で 憎 む た

め に， こ の 本質 に 自由 を与える こ とにす る の で ある，［RQJ45−6／42】

　つ ま り，
ユ ダヤ的本 質 とは ，

一
方で

， 「火」 や 「地 震」や 「虫」 と同様

の ， 惰性的物体の性格 が与え られ る， しか も， 他方で そ れ は ， 「自由」 を，

す なわ ち精神 の 性格 が 与 え られ る の で あ る． と こ ろ が ， ユ ダヤ 人 に 与 え

られ る 自由は， 用心深 く制限 されて い る． そ れ は， 「悪 をなす に は 自由だ

が ， 善 を なす に は 自由で は な い 」 とい う， 「奇妙 な 自由 6trange　libert6」

［RQJ46／43］で ある ． こ の ， 奇妙な 自由は， 「本質に 先だ っ て それ を形成す

る の で はな く， 完全 に本質に支配 され， その 本質の 非理性的 な
一

性質で し

か な く， しか も自由で あ る こ とは あ る とい っ た もの 」で あ る
6
． そ して サ

ル トル は ，
こ の 奇妙な存在 とは

， 結 局 「悪魔」なの だ
，

と言 う．

　私 の 知 っ て い る 限 りで は， こ ん な風 に完全 に 自由で ， しか も悪 に

結 び付け られ て い る存在 とい うの は， た っ た 一 つ しか な い ． そ れ は

悪 の 権化 悪魔そ の もの で あ る ． か くして ユ ダ ヤ人 は ， 悪霊 の 同類

とな る．［RQJ46／43］

　反ユ ダヤ 主義者は ， 物体 と精神 （自由）の 「混合」 に よ っ て 「悪霊」の

ようなもの として の 「ユ ダヤ人」を作 り上 げる， むろ ん
， そ うした魔術的

な 「物体 と 自由の 混合 的全体」とは ， 「状況 にお ける 自由 とい う総 合 的全体」

6　 つ まりこ こ には，「自由 （実存）が本質に先立 つ 」の ではなく，「本質が 自由 （実存）に先立 つ 」

とい う 「転倒」がある，

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Philosophy of Tokyo Metropolitan University

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Phllosophy 　of 　Tokyo 　Metropolrtan 　Unlversrty

118 哲学誌 50兮

と して の 人間とは似て詐なる もの で ある．

　こ こ で 注 自すべ きなの は，物体 と 「混合」 され る こ とに よ っ て
，

い わ ば

自霞が退 　させ られ 無害化 され て い る とい うこ とで あ る．．「肉忠」は ， 「悪」

の ポ 質を維持するた め に ，ひ そか に 裾喚され て い る の だ が ， ただ しこ の 「奇

妙 な 自密」は あ らか じめ去勢 され て い る． あ る意昧 で
， 「悪霊」 として反

ユ ダヤ主義者に作 られたユ ダヤ人 その もの が
， 実体化餐れ （そしてその こ

とに よ っ て無害化 され た） 自密で ある ともい える．

　以上の よ うに
， 反ユ ダヤ主義者は， ユ ダヤ人の 身体 と精神を，魔衛的な

全体 と して と らえる． しか し同時 に ，彼 らは ， 自分た ちの 身体 と精神の 結

びつ きを も， 逆の 仕方で，魔術 鶴 な全 体として 構成す る の だ とい える、

　彼 らは
， 自らの 身体 を誇 りに思 い

， 身体に 「奔理性的な価値」 を結びっ

ける。 「し とや か さ， 高貴 さ ， 活発 さ」な どの そ うした 「価 値」は ， 「生物

的な癒 値 vale 蟹 b玉01 ◎9ique」限QJ145／150｝で ある． 厂生物学的」 とい うこ

の 言葉 は
， まさ に身体 と精神の 魔術 的な 「混合」 を形容す る警葉 で ある と

い っ て い い だろ う． サ ル ｝ル は， 厂人種」 とい う観念が ， それ らの 生麹学

的価値に よ っ て成 り立 っ て い る と言 う．

　われ われが上 晶で ある と認め る人 々 の 何気 ない し ぐさ， あ る 時代

の 流行 を特徴付ける快活さ 「陽気 さ」， イタ リ ア の フ ァ シ ス トた ちの

猿猛 な態度 ， 女た ちの 優雅 さな ど， これ ら生物学鑢行為 は ， すべ て ．

身体の 貴族趣 眛を表現する こ とをね らっ た もの で ある．［RQJ146／ユ501

　こ うしで， 反ユ ダヤ 並義者は ， ユ ダヤ 人の 身体 を 厂悪」， 盲分た ちの 身

体 を 「善」 として構成 し ， 「マ ニ 教的二 元論」 を作 り上げる ［RQJ47／44】．

　と こ ろ で ， サ ル トル は，反ユ ダ ヤ主義者 におけ る精糠 と身体の 「混合」が ，

フ ラン ス の 大地 との 「魔術的な融即」の 関係 に宙来す る ， と鸞 う．

　〔ア ・一一　v ア 人 に と o て は 〕身体は， フ ラ ン ス の 大地 の 果実で ある．

すで に彼 らに ， そ の 大地 と文化を楽 しむ こ と を約束 して くれ た の と

周 じ魔衛 韵で 深 い 融RP　participation　magique 　et　profondeが ， 被 ら に

そ れ を所有 させ て くれ る の であ る． ［RQJ144／149】
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　反ユ ダヤ主義者た ち と， 彼 らの 土 地 との 関係は ， 「領有 possesion」 と

い う 「魔術 的 な関係 rapport 　magique 」 に基 づ い た 所有形態 で ある と言 わ

れ る ［RQJ27／22・23】．サ ル トル は ，
こ の 魔術的な所有関係 を 「神秘的融即」

とい う語 を用 い て説 明 して い る
7
．

　〔領有にお い て は〕所有され る事物 とそ の 所有者が ， 誠 に神秘 的な

融即 participation　mystique の きず なに よ っ て 結 ばれ て い る ． 反ユ ダ

ヤ主義者 は，正 に土 地財産 の 詩人 とで も言 うべ きで ある ．【RQ∫27／23亅

　悪魔 と自我

　反ユ ダヤ主義者 は ， 物体 と精神 （自由）の 「混合」に よ っ て 「悪霊」と

して の ユ ダヤ 人を作 り上 げるが ， それ に は， い わ ば退化 させ られ， 無害化

された 「奇妙な自由」が与え られる の だ
，

と言われて い た． とこ ろ で
， 『自

我 の 超越』に おい て
， サ ル トル は

， それ と ま っ た く同 じメ カ ニ ズ ム で作 り

出され る 「魔術 的 な物体」 に つ い て 論 じて い る ． それ が， 「自我」で あ る．

興 味深 い の は ， 「自我」 は
， 恐 る べ き自由を隠蔽す る ため に作 り出 され る

わ けだが， その 自我 に， ほ か な らぬ 自由が 与 えられ る， とい うこ となの で

ある ．

　意識 は， 自分 自身の 自発 性 を対象 objet と して の 自我の なかに投影

し， その 自我に絶対 に必要な創造力 を， その 自我 に賦与す るの で あ

る． た だ ， そ の 自発性 は，
一

つ の 対象 の な か に あ らわ され 　実　 ヒ

され た もの で あ るか ら，折衷 的な退化 した 自発性 spontan6it6 　batarde

d6grad6e と な っ て し ま うが ， で もそ れ は， 受動 的 に な りなが ら もそ

の 創造力 を，魔術的 に magiquement 保持 して い る ． そ こ か ら 自我の

概念の ふ か い 非合理性 が 生 まれて くる の だ．［TE634 ／63］

　「自我」は ， 自由を悪魔祓い する た め につ くりだ され る の だが ， わ れ わ

れ は ， 自由を去勢するた め に， ほか な らぬ 自由の 力 をひそか に召喚 して い

7　 レ ヴ ィ ＝ブ リ ュ ル が念頭 にお かれて い るで あ ろうが ， 『ユ ダヤ人 問題』の 申 に レ ヴ ィ ；プ

リュ ル に対する直接の 言及 はない ．邦訳では，participationは 「干与」 と訳 されて い る．
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る の で ある． た だ し． その 厂潮由」は， あ らか じめ退化 させ られ， 歯勢 さ

れ た もの なの で ある．

　サ ル トル は ， そうした 臆 識の 自発性の 退化 」の 例 として ， 身振 りをあ

げて い る． 身振 りにおけ る身体は 「魔術 的な物体 」で あ る （われ われ は，

ノ」・文 「顔」にお い て サル トル が似 た ような説明 をして い たの をすで に見た〉

の だが ， そこで ， 自由が退｛kSCcせ られ てい る ， とサ ル トル は書う．

　表籍た っ ぷ りで 気の 穂 ｝ た 身振 ll　mimique は ， その 謡 し手の 《体験》

Erlebnisを ， そ の 意味 の
一切 ， そ の 色倉 い の

…
切 ， そ の 新鮮 さの

一

切 を こ め て ， 私 た ちに示 して くれ る もの だが ， しか し， そ う して示

され た詣し手の 《体験》は ， 退化 した degrad6もの
，

つ ま り受動的

三廴passifもの とな っ て い るの だ．　 ITE64／64】

　つ ま り，身振 りする 身体とは， 「物体」と，厂退化 した 自発性 （肉由）」の 「混

合」され た もの で あ る ， それ は 「ll堺 の なか の 物体 で あ 毎なが ら も意 識

の 霞発姓 sp麒 an6it6 の 記憶の よ うな もの もと どめ て い る 魔術 的 な諸物体 」

で あ る ［TE64／64］， そ して サ ル トル は ， そ うした魔術 的 な物体 として の 諸

身体の 関係 が tr 融即」的な もの だ， と言 うの で あ る．

　 そ れ ゆ え， 入 間 は 入 間に た い して ， い つ で も一一一　tsの 魔法使 い

sorCier なの だ． 実際 ，

一 方が他方を 自発的に 創造する よ うな二 つ の

受動態の あ い だ の こ うした詩的閧係 こ そは， 魔法の 基礎その もの で

あ il　， 《融勵 part3cipatien8の 深 い 意味で あ る． 窪E64／64璽

　 こ うして ， 「融即」に もとつ い た， 自由を恐 れ る入 間た ちの 共同体が 生

み 出され る． 反ユ ダヤ主義者た ちの 共同体も， その
一一

つ で ある．

　〔反ユ ダヤ 主義者 は〕あ らゆ る種類 の 孤独 を嫌う． 天才の 孤独 も，

暗殺者の 孤独 もと もに恐れる．彼 は ， 群集の 中の ひ とりなの で ある．

8i壌訳では 「分有」。
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（… …）反ユ ダヤ 主義者 に な っ た の も ， それが独 りで は なれ ない 主義

だか らで ある． 「わ た しは ，
ユ ダヤ 人が 嫌い だ」 とい う言葉 は，グル ー

プ を作 っ て 言 われ る言葉で ある．そ れ をロ にする こ とは
， ある伝統 に ，

ある共 同体 ， とる に 足 らぬ 人 々 の 伝統 と共 同体 に結 びつ くこ となの

で ある．［RQJ25／211

　先にみ た よ うに ， サ ル トル は ， ブル ジ ョ ワ ジー （民主主義者）の 分析的

精神 にお ける， 人 間の 孤 立 化 ・分断を批判 して い た。 しか し同時に ，反ユ

ダヤ 主義に お ける こ の よ うな 「融即」に もとつ い た共 同性 も， サル トル の

批判 の 対象で あ っ た． こ うした共同性 とは異な っ た共 同性がい か に して 可

能か， とい うこ とは， その 後の サ ル トル 思想の 中心 的なテ
ー

マ とな っ て い

くの で ある．

略号

（サ ル トル の 著作か らの 引用 は
， 以下の 略号で 示 し，原書／邦訳の 順で ペ ー ジ数を

付記 した．）
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